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◆代表者 ： 代表取締役社長 末廣健二

◆設 立 ： 昭和59年（1984）6月12日

◆開 局 ： 平成 9年（1997）12月1日

◆所在地 ： 秋田県秋田市八橋南1-1-3

◆資本金 ： １２億円

◆社員数 ： １１９名（ｸﾞﾙｰﾌﾟ全体／1９７名）

2024年3月31日現在（役員除く、派遣・パート含む）

✅ 「秋田」を意識し
✅ お客様の生活を豊かにするため
✅ 地域課題と向き合い、その解決に取り組み
✅ 県民から必要とされる企業を目指す

■企業理念■会社概要

主要３サービス 加入世帯数（2024年3月31日現在）

総接続世帯数（CATV） 54,777 世帯

多チャンネル契約世帯数 26,403 世帯

インターネット契約世帯数 32,841 世帯

固定電話契約世帯数 25,438 世帯

繋がる楽しさ 広がる暮らし秋田とともに 未来を創造

■サービスエリア

１．会社概要
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東京渋谷スクランプスクエアにて
地方創生型ショップを運営

リモートオフィス/コワーキングスペース運営

■事業相関図



置局場所 免許１ 免許２ 用 途

① CNAアリーナ ｍｍＷ 屋内 スポーツ・エンタメ

②③ 秋田県立大学（大潟村） ｍｍＷ Ｓｕｂ６ 屋外 農業・IoT

④ アトリエＡＬＶＥ ｍｍＷ 屋内 テレワーク・働き方改革

⑤ ＡＬＶＥきらめき広場 Ｓｕｂ６ 屋内 賑わい創出

※ Ｒ４年度開発実証（実験局） Ｓｕｂ６ 屋外 洋上風力発電

⑥ にぎわい交流館Ａｕ Ｓｕｂ６ 屋外 賑わい創出、ＦＷＡ

⑦ 秋田市民俗芸能伝承館 Ｓｕｂ６ 屋外 賑わい創出、ＦＷＡ

⑧ 民間企業研修センター Ｓｕｂ６ 屋外 ＦＷＡ、災害、その他

⑨ 八橋運動公園陸上競技場 Ｓｕｂ６ 屋外 スポーツ、賑わい、災害

⑩ 拠点センターＡＬＶＥ Ｓｕｂ６ 屋外 ＦＷＡ、その他

■ローカル５G免許取得状況

２．ＣＮＡの無線利活用・免許取得状況
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■地域ＢＷＡ運用基地局数
置局場所 コア１ コア２ 用 途

Ａ 秋田市内 ８局 ４局 屋外 一般、サイネージ、循環バスWi-Fi、他

Ｂ 大潟村 ２局 屋外 農業IoT、その他

Ｃ mmWアンカーバンド ３局 屋外・屋内

※ Ｒ６年度は上記に加え更にＳｕｂ６基地増局計画中（３～４局）



３．ＣＮＡ取り組み事例（ローカル５Ｇ）

3

JR秋田駅に直結するビルで
展開するリモートオフィス
にローカル５G＋Wi-Fi6を
置局。セキュリティ性が高
く、高速大容量なリモート
ワーク環境を提供。

ミリ波（28GHz帯）2021年3月～

次世代リモートオフィス

農業教育研究フィールド内にロ
ーカル5G（ミリ波・Sub6）を
置局。スマート農業の検討、電
波伝搬試験、実用化検証などに
利用。

ミリ波（28GHz帯）2021年3月～

秋田市立体育館内にローカル5G（ミ
リ波）を置局。 AIカメラ(ピクセロ
ット)による自動追尾映像の提供や、
4Kカメラのワイヤレス伝送に利用。

ミリ波（28GHz帯）2020年12月～

次世代アリーナ

JR秋田駅に直結するビル
１Fの多目的ホールに、
ローカル5G（Sub6）を
置局。各種催事での活用
や同ホール利用者への貸
出しなどに利用。秋田市
中心街のにぎわい創出へ
の貢献を目指す。

Sub6（4.7GHz帯）2021年10月～

中心市街地多目的ホール

Ｌ５Ｇ基地局

Ｌ５Ｇ基
地局

2021年
AIカメラによる無人撮影＆高レー
ト映像伝送の実現がコロナ禍にお
ける無観客大会の運営に貢献

秋田市立体育館（CNAアリーナ）

秋田拠点センターアルヴェ2F

秋田県立大学 大潟村キャンパス内

秋田拠点センターアルヴェ1F

Ｌ５Ｇ基地局

Ｌ５Ｇ基地局

Sub6（4.7GHz帯）2022年3月～
2021～2025年度
秋田県立大学共同研究
草刈ロボットの遠隔操作

CNA

令和4年度
総務省ローカル5G開発実証
（洋上風力発電における活用）

(秋田版スマート農業モデル創出事業
研究テーマⅠ：５Ｇリモート農業)

2022年度
ローカル5Gミリ波の降雪時の伝送試験

次世代農業
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３．ＣＮＡ取り組み事例（令和4年度 課題解決型ローカル5G等の実現に向けた開発実証）



出典:株式会社特殊高所技術のホームページ
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４．導入したい上空利用内容について

■Ｒ４開発実証事例から

洋上のロープワークは非常に高所で、風が強く危険 ⇒ ドローン対応

ドローンで撮影しても、逆光・ピンぼけの撮り直しや、近傍まで船で行くにしても波が３ｍ以上になると出船できない
⇒ ローカル5G通信が必要



■洋上風力発電 模擬環境実証
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拡
大

ドローン

４．導入したい上空利用内容について

79m

130m
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４．導入したい上空利用内容について

ドローンがローカル5G電波を必要とする
点検エリアとして以下のように考えます。

①ドローンの飛行高度について
風車260m＋離隔50～100m

②水平方向移動
ブレード長100m×2（水平位置）
200m＋離隔50～100m

洋上 陸上

【基地局について】
セクターアンテナ想定である
が、今後オムニアンテナも選
択肢と考えている

■洋上風力発電

ブレード長
100m

現在計画されている主力は
15MWクラス風車で、その最高
高さは260m程度に達する

電波実用到達高さについて
300～400m程度を想定

300m～400m

※ウインドファームとしては風車が20基程度は配置されると想定します。
風車の間隔は風車直径の3倍以上（NEDOのガイドマップ）離れます。

近接最低離隔50m
遠隔操作対応100mまで（未定）
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４．導入したい上空利用内容について

陸上

■陸上風力発電

陸上風車は、基本ルーラル地で、
沿岸部や高原山間部の風車を想定
します。地形がフラット／傾斜地
の関係もあり、置局可能な場所と
アンテナの選定により電波の向き
をきめる必要があります。

200～600m程度想定

基地局高さは任意。
樹木他周辺環境に
よる。

国内最大級での
ブレード最高高さ
150m程度

高さ150m+離隔+遠隔操作対応
≒200～250mの最高高度飛行を想定
した電波エリア

形成されるウインドファームを自己土地扱いとみなした場合、
現行制度内での空中線系 自己土地内移設も視野に入れます。

120m以上想定
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■その他想定される事例について

５．今後

Ｃ：送電線、鉄塔等点検
Ｄ：ビル、マンション外壁

Ｅ：太陽光発電所点検 Ｆ：農地

パネルの状態、用地の状態等 点検及び確認

送電線・鉄塔・用地の状態等の点検及び確認 外壁やガラス、屋上施設の状態について点検及び確認

各種圃場管理、ピンポイント農薬散布や打込播種などのDX
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５．今後

■秋田という地域性から・・・

◆加速する高齢化と人口・世帯数減

再生可能エネルギ－秋田県の高齢化率は3年連続で全国1位、人口減少率については9年
連続で全国1位です。
高齢化と生産年齢の人口減が想定より加速していて、将来人口は、2050年に約56万人と、
今後30年間で約4割減少する推計が示されました。
このような現状もあり、雇用の創出や産業の活性化についても課題となっています。

◆再生可能エネルギー

秋田県は少子高齢化・人口減少のトップランナーであるが、地域的エネルギー自給率につい
て3年連続で1位（53.6％）。
風力、地熱、小水力の比率が全て10％を超え、自然エネルギーに恵まれた地域であります。

新たな業種・職種での人材育成、雇用の確保に向けて

洋上風力発電は、新たな産業として雇用の創出に向け様々な取り組みが行われようとしてい
ます。 私どもはR4開発実証を通じ、風車の点検業務がドローンと高速大容量通信により実
現されることで、新たな人材の育成と確保、雇用の創出と維持が図られると考えております。
また、ドローンを用いた点検業務については洋上風力発電に留まらず、ドローンオペレーター
が様々な点検や作業を請け負うことができるような会社の設立も視野に入れ、TDD通信の上
空利用が必要と考えております。


